
平成 21 年度豊橋技術科学大学同窓会総会 議事録 

 
記録 ６系 谷 

日 時：平成 21 年 4 月 25 日(土) 13:20～15:00 
場 所：D 棟７１３号室（建設工学系会議室） 
出席者：今泉会長、感本副会長（1 系）、戸高・今村（2 系）、桶・稲田・河野（3 系）、 

向井・山本（4 系）、佐藤副会長（5 系）、谷（6 系）、酒井（7 系）、 
栗田・東海林（8 系）、大門（ICEED）、前田三希緒（４系出身卒業生）敬称略 

配付資料： 
委任状集計結果 
役員名簿（案） 
平成 17～20 年度事業報告 
平成 17～20 年度収支決算報告 
課程・専攻の再編に伴う諸対応について 
平成 21～24 年度事業計画 
平成 21～24 年度収支予算案 
平成 17～20 年度名簿管理活動報告 
平成 21～24 年度名簿管理活動計画 
平成 20 年度総会・役員会活動報告 

 
出席者の確認 

今泉会長をはじめ１６名の出席を確認した。 
 
委任状の集計結果報告 

総会に先立ち、平成 20 年度総会・役員会担当の谷より委任状の集計結果が報告された。

総数４１３、議長名記入２９９、役員名記入９７、議長名・役員名ともに未記入１７であ

ることが確認された。 
 
議題１ 役員の選出 

平成２１年度役員一覧の案が示され、承認された。昨年度に引き続き今泉敏幸氏に会長

を務めていただくことになった。 
 
議題２ 平成１７～２０年度事業報告および収支決算 

平成 20 年度事務局担当の今村先生より、資料に沿って平成１７～２０年度の事業報告

が行われた。続いて、平成 20 年度会計担当の河野先生より、平成１７～２０年度の収支

決算報告が行われた。平成１９年度の入会金・会費が他の年度に比べて少ない点について

質問があり、それに対して、当該年度より会計システムを変更したことが説明された。平

成２０年度の収入について入会金と会費を分けて表記すること、一部金額が確定していな

い部分を確定することを条件に収支決算が承認された。 



 
議題３ 課程・専攻の再編に伴う諸対応について 

平成 20 年度事務局担当の今村先生より、資料に沿って説明が行われた。①再編後、新

たな同窓会組織は発足せず、役員組織は現状を維持する。②、新組織対応担当を設け、名

簿の管理を行い、正会員参加後は会報を発行する。③平成 21 年度以降、納入された会費

は全体会計で一元管理する。④、平成 24 年度の Web 化を前提とし、平成 21 年度より移

行をアナウンスする。⑤新系対応の担当を新たに設置する、の５点について審議に諮り、

承認された。なお、新系対応の担当者については、再編決定後の平成２２年４月の役員会

で検討することとし、非常勤の事務職員を雇うことも検討する。 
 
議題４ 平成 21～24 年度同窓会事業計画 

平成 21 年度事務局担当の向井先生より、資料に沿って平成２１～２４年度の事業計画

の説明が行われ、承認された。続いて、平成 21 年度会計担当の今村先生から平成２１～

２４年度の一般会計予算案の説明が行われた。審議の結果、以下の５点の対応を行うこと

を条件に承認された。 
① 平成２１年度の収入について「入会金」と「会費」を分けて表記する。 
② 学内再編に伴い会計が煩雑になるのを避けるため、平成２１年度から「各系への会

費配分」を廃止する。なお、再編対応に伴う会計一元管理のためである旨を会報等

に明記する。 
③ 平成２４年度に同窓会報を完全に WEB へ移行するのに伴い、これまで会報と同封

して郵送していた総会の開催案内を別途送付する必要が生じるので、平成２４年度

予算に「総会開催経費」を８０万円計上する。 
④ フォーラム in 東京の開催以来利用実績の無い「同窓会懇親会経費」を削除する。 
⑤ 「会費徴収等手数料」、「役員会への会費の返還」の項目を削除する。 

 
以上 


